
平成３０年（２０１８年）１０月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９

　

全
国
知
事
会
は
米
軍
基
地
負
担
に

関
す
る
提
言
を
取
り
ま
と
め
、
８
月

　

日
に
日
米
両
政
府
に
日
米
地
位
協

１４定
の
見
直
し
の
提
言
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

日
米
地
位
協
定
は
一
度
も
見
直
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
で
は
米
軍
に

も
国
内
法
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
本
で
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

米
軍
を
受
け
入
れ
て
い
る
国
で
の

米
軍
駐
留
経
費
負
担
（
思
い
や
り
予

算
）
の
負
担
額
の
割
合
は
、
お
お
よ

そ
ド
イ
ツ　

％
、
イ
タ
リ
ア　

％
、

３３

４１

韓
国　

％
に
対
し
て
日
本
は
実
に
約

４０

　

％
に
達
し
て
い
ま
す
。

７５
　

日
米
両
政
府
は
平
成　

年（　

年
）

２７

２０１５

の
協
議
で
平
成　

年
度
（　

年
度
）

２８

２０１６

か
ら
５
年
間
の
在
日
米
軍
駐
留
経
費

負
担
（
思
い
や
り
予
算
）
を
平
成　
２３

年
度
（　

年
度
）
～　

年
度
（　

年

２０１１

２７

２０１５

度
）
よ
り
百　

億
円
増
の
総
額
約
９

３３

千
４
百　

億
円
、
年
額
約
１
千
８
百

６５

　

億
円
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し

９３た
。
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
平
成　

年
８

２７

月　

日
よ
り
）

２４

　

こ
の
よ
う
な
米
国
に
有
利
な
地
位

意見書意見書意見書
　９月定例会では１件
の意見書を可決し、関
係機関へ送付しました。

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

　

９
月
定
例
会
で
は
、
請
願
１
件
を
新
た
に
受
理
し
、
採
択
し
ま
し
た
。

陳
情
は
２
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書
表
を
配
付

し
ま
し
た
。
採
択
し
た
請
願
は
次
の
と
お
り
で
す
。

協
定
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

全
国
知
事
会
の
提
言
書
で
は
以
下

の
事
項
の
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

１　

米
軍
機
に
よ
る
低
空
飛
行
訓
練

等
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
で
騒
音

測
定
器
を
ふ
や
す
な
ど
必
要
な
実
態

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
訓
練
ル
ー

ト
や
訓
練
の
時
期
に
つ
い
て
事
前
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
、
十
分
な
配
慮

を
行
う
こ
と
。

２　

日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
国
内
法
を
原
則
と
し
て
米
軍

に
も
適
用
さ
せ
る
こ
と
や
、
事
件
・

事
故
時
の
自
治
体
職
員
の
立
ち
入
り

の
保
障
な
ど
を
明
記
す
る
こ
と
。

３　

米
軍
人
等
に
よ
る
事
件
・
事
故

に
対
し
、
実
効
的
な
防
止
策
を
提
示

し
、
継
続
的
に
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
。
ま
た
、
飛
行
場
周
辺
に
お
け

る
航
空
機
騒
音
規
制
措
置
に
つ
い
て

は
、
周
辺
住
民
の
実
質
的
な
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
る
た
め
の
運
用
を
行
う

と
と
も
に
、
同
措
置
の
実
施
に
伴
う

効
果
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
こ
と
。

４　

施
設
ご
と
に
必
要
性
や
使
用
状

況
等
を
点
検
し
た
上
で
、
基
地
の
整

理
・
縮
小
・
返
還
を
積
極
的
に
促
進

す
る
こ
と
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
以
上
の

全
国
知
事
会
の
提
言
内
容
を
尊
重
し
、

国
会
及
び
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
次

の
事
項
を
強
く
求
め
ま
す
。

１　

日
本
政
府
は
米
国
政
府
と
日
米

地
位
協
定
に
つ
い
て
諸
外
国
の
地
位

協
定
の
内
容
な
ど
を
十
分
に
比
較
研

究
す
る
な
ど
、
見
直
し
を
含
め
た
協

議
を
早
急
に
行
う
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大

臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄

及
び
北
方
対
策
）
あ
て

 
《
小
学
３
年
生
》

○　

月
５
日　

上
宿
小　

人

１０

５８

○　

月　

日　

創
価
小　

人

１０

２３

９５

 　

本
会
議
や
委
員
会
は
定
員
の
範
囲

内
で
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方

は
市
役
所
７
階
の
議
会
事
務
局
に
お

議
場
見

議
場
見
学学

市
議
会
を
傍

市
議
会
を
傍
聴聴

し
て
み
ま
せ
ん

し
て
み
ま
せ
ん
かか

越
し
く
だ
さ
い
。
会
議
当
日
の
午
前

８
時　

分
か
ら
受
け
付
け
を
し
て
い

３０

ま
す
。
所
定
の
手
続
を
し
て
い
た
だ

い
た
後
、
傍
聴
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

 　

９
月
定
例
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
案
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
わ
か
り
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
広
聴
広
報
特
別

委
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地
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０
４
２
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３
４
６
）
９
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６

 
　

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

FAX あ
と
が

あ
と
が
きき

投
票
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
期
日
前
投
票
が 

で
き
る
場
所
と
時
間
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

　

選
挙
の
投
票
率
は
、
全
国
的
に
低

下
傾
向
に
あ
り
、
小
平
市
で
も
同
様

で
す
。
と
り
わ
け
小
平
市
の
市
域
で

の
選
挙
の
投
票
率
の
低
下
傾
向
は
著

し
く
、
直
近
の
市
長
選
挙
の
投
票
率

　

・　

％
及
び
市
議
会
議
員
選
挙
の

３４

６４

　

・
４
％
は
、
と
も
に
市
政
開
始
以

４４来
の
最
低
水
準
で
す
。
こ
れ
は
他
市

と
比
べ
て
も
低
く
、
平
成　

年
（　

１４

２００２

年
）
か
ら
平
成　

年
（　

年
）
に
か

２９

２０１７

け
て
行
わ
れ
た
選
挙
の
投
票
率
の
平

均
値
が
、
小
平
市
は
、
市
長
選
挙
で

は
北
多
摩　

市
中　

位
、
市
議
会
議

１７

１４

員
選
挙
で
は　

位
で
す
。
市
政
へ
の

１３

市
民
参
加
の
指
標
の
一
つ
と
し
て
、

投
票
率
を
上
げ
る
こ
と
は
重
要
な
課

題
で
す
。

　

一
方
、
期
日
前
投
票
が
投
票
全
体

に
占
め
る
比
率
は
年
々
高
ま
り
、
小

平
市
長
選
挙
で
は
、
平
成　

年
（　

１７

２００５

年
）
の
９・３
％
か
ら
平
成　

年
（　

２９

２０１７

年
）
に
は　

・
１
％
へ
、
小
平
市
議

２１

会
議
員
選
挙
で
は
平
成　

年（　

年
）

１９

２００７

の　
・
１
％
か
ら
平
成　

年
（　

年
）

１６

２７

２０１５

に
は　

・
３
％
へ
と
上
昇
し
て
い
ま

２５

す
。
投
票
率
を
上
げ
る
に
は
、
投
票

へ
の
参
加
を
促
す
情
報
提
供
の
工
夫

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
必
要

で
す
が
、
期
日
前
投
票
の
改
善
も
重

要
で
す
。

　

小
平
市
で
の
期
日
前
投
票
は
、
投

票
日
の
前
々
日
ま
で
は
、
東
部
・
西

部
市
民
セ
ン
タ
ー
と
健
康
セ
ン
タ
ー

の
３
か
所
で
で
き
ま
す
が
、
投
票
前

日
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー
の
み
で
し
か

で
き
ま
せ
ん
。
昨
年　

月
に
行
わ
れ

１０

た
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
投
票
日

前
日
に
期
日
前
投
票
の
た
め
健
康
セ

ン
タ
ー
に
向
か
う
車
の
渋
滞
と
並
ん

だ
人
の
混
雑
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
昨
年　
月
の
市
議
会
で
も
、

１２

投
票
日
前
日
に
東
部
・
西
部
市
民
セ

ン
タ
ー
で
も
期
日
前
投
票
が
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
と
の
議
論
が
さ
れ
ま

し
た
が
、
職
員
の
支
援
体
制
等
の
観

点
か
ら
難
し
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

期
日
前
投
票
の
投
票
数
は
、
投
票

日
前
日
が
最
も
多
く
な
り
ま
す
。
昨

年　

月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
も
、

１０
健
康
セ
ン
タ
ー
で
期
日
前
投
票
を
し

た
２
万
８
百　

人
の
う
ち
、
前
日
に

４７

投
票
し
た
の
が
４
千
８
百　

人
と
最

１２

も
多
く
、
全
体
の　

％
を
占
め
ま
し

２３

た
。
平
成　

年
（　

年
）
か
ら
平
成

１４

２００２

　

年
（　

年
）
に
行
わ
れ
た
市
長
選

２９

２０１７

挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
の
平
均
投
票

率
が
、
と
も
に
小
平
市
よ
り
も
高
い

国
分
寺
市
や
武
蔵
野
市
で
は
、
そ
れ

ら
選
挙
の
期
日
前
投
票
を
投
票
日
前

日
に
３
か
所
で
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
健
康
セ
ン
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、

東
部
・
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

他
所
で
投
票
日
前
日
も
期
日
前
投
票

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
投

票
日
前
日
の
期
日
前
投
票
の
混
雑
を

緩
和
し
、
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
に

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
（　

年
）
４
月

２８

２０１６

の
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

期
日
前
投
票
が
で
き
る
時
間
も
、
こ

 

２０日　野火止用水保全対策協議会通常
総会

２３日　多摩北部都市広域行政圏協議会
審議会

２４日　三鷹・立川間立体化複々線促進
協議会・多摩地域都市モノレー
ル等建設促進協議会

 三多摩上下水及び道路建設促進
協議会第３委員会

２５日　石川県能美市議会議員視察来庁
（市民と議会の意見交換会につ
いて）

２６日　多摩六都科学館組合議会臨時会
３１日　東京都後期高齢者医療広域連合

議会全員協議会・臨時会
 三多摩上下水及び道路建設促進

協議会第２委員会
 

１日　昭和病院企業団議会臨時会
２日　三多摩上下水及び道路建設促進

協議会第１委員会
７日　三重県鈴鹿市議会議員視察来庁

（認知症高齢者見守り事業につ
いて）

９日　大阪府守口市議会議員視察来庁
（コミュニティタクシーについて）

２０日　総務委員会
２１日　生活文教委員会（国分寺市視察

あり）

7　　月

8　　月

２２日　厚生委員会（清瀬市視察あり）
２３日　環境建設委員会
２４日　幹事長会議
３０日　議会運営委員会
 

４日　９月定例会初日
５日　９月定例会２日目（一般質問）
６日　９月定例会３日目（一般質問）
７日　９月定例会４日目（一般質問）
１１日　総務委員会
１２日　生活文教委員会
１３日　厚生委員会
１４日　環境建設委員会
１８日　広聴広報特別委員会
１９日　都市基盤整備調査特別委員会
２０日　公共施設マネジメント調査特別

委員会
２１日　幹事長会議
２５日　議会運営委員会
２８日　９月定例会最終日
 広聴広報特別委員会
 

３日　富山県砺波市議会議員視察来庁
（議会改革の取り組みと議会活
性化について）

９日　一般会計決算特別委員会（１１日
まで）

１２日　特別会計決算特別委員会
１６日　広聴広報特別委員会

9　　月

10　　月

議 会 日 誌
7月20日～10月16日

本会議、委員会、諸会議など

議 会 日議 会 日 誌誌

れ
ま
で
の
午
前
８
時
半
～
午
後
８
時

か
ら
、
午
前
６
時
半
～
午
後　

時
に

１０

拡
張
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

法
改
正
後
の
平
成　

年
（　

年
）
７

２８

２０１６

月
に
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
で

の
投
票
環
境
向
上
に
向
け
た
取
組
事

例
集
（
総
務
省
、
平
成　

年
３
月
発

２９

行
）
に
は
、
期
日
前
投
票
の
開
所
時

間
を
午
前
８
時
～
午
後
９
時
に
拡
張

し
た
大
阪
市
な
ど
の
事
例
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
阪
市
選
挙
管
理
委

員
会
が
行
っ
た
期
日
前
投
票
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
特
に
午
後
８
時

～
午
後
９
時
の
投
票
者
は　

～　

代

２０

５０

の
勤
労
世
代
が
多
く
、
直
近
の
選
挙

で
は
投
票
し
な
か
っ
た
と
い
う
人
が

　

数
％
、
今
後
も
こ
の
時
間
帯
を
利

１０用
し
た
い
と
答
え
た
人
が　

％
を
占

９０

め
ま
し
た
。

　

大
阪
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
費

用
対
効
果
に
つ
い
て
、
１
時
間
の
延

長
で
ふ
え
る
費
用
は
、
１
投
票
所
１

日
当
た
り
２
万
２
千
円
と
試
算
し
、

市
民
の
投
票
権
の
行
使
促
進
が
図
ら

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
費
用
対
効
果
は

十
分
に
あ
る
と
考
え
る
と
し
て
い
ま

す
。
民
主
主
義
の
土
台
と
し
て
の
投

票
率
を
上
げ
る
に
は
、
駅
前
や
商
業

施
設
な
ど
へ
の
期
日
前
投
票
所
や
共

通
投
票
所
の
設
置
や
、
投
票
所
等
へ

の
移
動
支
援
な
ど
、
で
き
る
こ
と
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
期
日
前
投
票

を
し
や
す
く
す
る
こ
と
は
、
そ
の
第

一
歩
で
す
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
請
願
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
の
政
治
参
加
の
手
段
と
し
て

の
投
票
を
し
や
す
く
し
、
投
票
に
来

る
方
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
期
日

前
投
票
が
で
き
る
場
所
や
日
数
、
時

間
帯
を
ふ
や
す
な
ど
環
境
改
善
の
施

策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
回
田
町　

島　

京

子　

外　

人
１９５

日
本
政
府
が
米
国
政
府
と

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し

を
含
め
た
協
議
を
行
う

こ
と
を
求
め
る
意
見
書


